
■発生日時           平成30年4月13日（金）9：10頃

■発生場所           伊勢道（下）119.12～119.20ＫＰ付近

■業務名 平成30年度 伊勢自動車道 管内維持修繕業務

■受注者名  中日本ハイウェイ・メンテナンス名古屋（株）
   

■事故概要 9：10より伊勢自動車道（下）松阪ＩＣ～勢和多気ＪＣＴ間で、事故復旧工事のための
走行規制テーパー設置作業中に、発炎筒の火の粉が盛土のり面に燃え移りのり面
火災に至ったもの。

 天候：晴れ

■被害状況 人的被害：なし
 物的被害：のり面火災 80×10ｍ、うち8×3ｍが用地外（確認中）

規制作業中の のり面火災
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■位置図
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規制作業中の のり面火災
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規制作業中の のり面火災

対策の検証

点火した発炎筒を下記３点の方法により消火検証する。
（実際にはのり面の火災であり発炎筒を消火するものとは趣旨が違う。）

① ５００ｃｃのペットボトルの水をかけて消火
② スプレー式簡易消火剤（ブロックショット）を噴射し消火
③ ＡＳ路面に擦りつけて消火

検証①
燃焼中の発炎筒に水をかけても筒の中で燃焼している火薬まで消火することは困難である。

検証②
ブロックショットを噴射すると比較的スムーズに消火する。明らかに水で消火するより容易に消火できる。

検証③
最も容易に消火できる。燃焼面をＡｓ路面に押さえつけ、消火することが最も容易で早い方法である。
本線上の本テーパー上流の危険な仮テーパー部の消火作業である事から素早い作業が必要であり上記方法が最
良である。
スプレー式簡易消化剤は万一、法面等への飛び火の初期消火のために携行する。
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規制作業中の のり面火災

対策の検証
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